
スキーム：東邦大学の寄付講座制度を活用し、医学部内に感染制御学講座を設置する

大田区

・区政課題の提案
・関連情報の提供

・専門知識の活用
・学内設備等の活用
・人材育成

東邦大学

官学連携プログラムについて
～大田区と東邦大学の双方の強みを生かした感染制御学講座の設置～

ねらい

大田区と東邦大学が連携し、喫緊の課題である感染症の問題に取り組み、ポストコロナの時代を見据えた新たな行財政
運営モデル「大田区モデル」を確立し、74万区民の命と生活を守る

共同研究テーマ

１. 専門的な知見に基づく区内感染状況の把握を通した政策形成
２. ウィズコロナを踏まえた産官学連携促進に向けた助言
３. 区民や事業者に向けた感染対策等の広報・啓発
４. 職員全体の感染症リテラシー向上
５. 緊急時の官学連携活動

設置時期

令和２年11月から

新たな行財政運営モデル＝“大田区モデル”にもとづく取組みにより、
74万区民の命と生活を守る

区民の命と生活を守る

官学連携プログラム

総務財政委員会

令和２年10月15日
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